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～たきの神〔太鬼丸〕にいて～～たきの神〔太鬼丸〕にいて～～たきの神〔太鬼丸〕にいて～～たきの神〔太鬼丸〕にいて～

延暦２１年（８０２）征夷大将軍：坂上田村麻呂が、悪逆非

道の鬼と呼ばれた平泉達谷窟の悪路王、そしてその眷族とみら

れた気仙の３悪党（気仙３観音）矢作の照井、小友の早虎、猪

川の金 丸をそれぞれ征伐しているが、それから更に時代が下

って、文治・建久（１１８５～）の頃、末崎細浦舘が崎にも鬼

が住んでいた。

細浦湾と小細浦湾を二分して海に突き出た、舘が崎の高台に

太鬼丸と云われた鬼が居を構えており、周辺の住民を乱暴に支

配し、専横を極めていた。その場を通りかかった、紀州の国（和

歌山県）熊野権現の修験者（山伏）役頼乗{えきのらいじょう}

が、これを大いに憂い遙かに紀州の神に祈り、太鬼丸を呪咀し、

ついに斃したのであった。住民達は大変安堵し太鬼丸を供養し

ているが、その場所は神坂熊野神社裏を１００米程北にある舘

が崎の「たきの森」と云う所で、松木立の中に「祀太鬼之神」

と彫刻された碑が建っている。

末崎は箱根山の東南部に開け、丘陵が多く、平野が少ない三

方が暖かい海流に恵まれた、比較的温暖な郷である。従って旧

石器時代、縄文時代から先住民（蝦夷）の安住地であって今で

も蝦夷屋敷、名越遺跡と呼ばれている所があり、また、末崎だ

けでも１５ヶ所も貝塚遺跡等がある。太鬼丸の居処の舘が崎も、

西方に峰岸遺跡、内田貝塚、細浦上の山貝塚、細浦祭祀跡《熊

野神社境内西の天然記念物「かやの木」下から南西の県道辺り》、

東方には小細浦貝塚、鬼塚貝塚（山岸）等があり、太鬼丸は「た

きの森」の高台から左右の蝦

夷集落を横目で見下し、意の

ままに暴れ回っていたと考え

られる。。「祀太鬼之神」の碑

は熊野神社後方の少しきつい

山坂を登った松林の中に建っ

ており、地域の人達からは『た

きのかみさま』と呼ばれ、赤

ん坊の夜泣きにご利益がある

と、馴れ親しんで参拝者が絶

えることがない。（聖）
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